
【2015年8月20日～27日】 

赤道直下、オランウータンも棲む、豊かな熱

帯林に覆われた野生生物の宝庫、ボルネオ島。

近年、商業伐採や、ポテトチップスなどにも

使われるパーム油の原料アブラヤシの大規模

なプランテーション開発によって、森がどん

どん減っています。	 

■企画／呼びかけ　ウータン・森と生活を考える会	

■ 2015年8月20日（木）～27日（木）	
　※関西空港発着。他空港発着についてはお問合せください。　	

■ 旅行代金 ： 186,000円	
　※関空使用料3,040円、燃油特別付加運賃9,000円 
　　　現地空港税、インドネシア査証代は別途必要 
　　（6/1現在。為替レートや原油価格によって変動することがあります。）	

■ 少催行人員8名  ※早めのお申込をお願いします。	

■ 添乗員：同行しません。	

　　現地に詳しいスタッフが関西空港から同行します。	
　※お渡しする旅行条件説明書面をご確認のうえお申込ください。	

■  ウータン・森と生活を考える会 
東南アジアのボルネオ島に広がる原生林 
を守りたいと思い活動している団体です。 
現地や世界のNGOと共に、熱帯林での違

法伐採や、アブラヤシプランテーションなど

の乱開発をストップさせるため、国際会議

や政府、自治体、企業に働きかけています。	

このツアーでは、ボルネオの森の現状を見学し、進みゆく

プランテーション開発の状況と問題点について学びます。

また、インドネシアのNGO、FNPFとともに失われた森の再

生を目指して植林活動を行い、さらに現地の人々と心温ま

る交流も行います。このツアーに参加して、貴重な思い出

をつくりましょう！	

8/20 
(木)	

関西空港→ジャカルタ	 午前：関西空港集合	
＜ジャカルタ泊＞	

8/21 
(金) 
↓ 

8/24 
(月) 
	

ジャカルタ	
　→パンカランブン	

　→タンジュンハラパン村	

　　　（4泊5日）	

・原生の種による苗作り	
・オランウータンの棲む森を歩く 
・子どもたちと環境教育	
・現地NGOスタッフとの交流	

・アブラヤシﾌﾟﾗﾝﾃｰｼｮﾝ訪問 
・植林体験　など	

＜ホームステイ＞	

8/25 
(火)	

タンジュンハラパン村	
　→ﾊﾟﾝｶﾗﾝﾌﾞﾝ→ジャカルタ	

ジャカルタへ移動	
＜ジャカルタ泊＞	

8/26 
(水)	

ジャカルタ	 ・NGOのプロジェクト地訪問	
・夜　空港へ	

8/27 
(木)	　→関西空港	 午前：関西空港着、解散	

豊かな森の再生を目指して	


